
 「龍谷の森」における市民協働型の 
里山保全と環境教育の取り組み 	


龍谷大学政策学部・里山学研究センター 谷垣岳人	




内容	


•  「龍谷の森」の変遷 

•  「龍谷の森」での文理融合型里山学研究 
 
•  協働型里山管理	
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龍谷大学とは	


•  西本願寺学寮として1639年に創立された仏教系大学 

•  建学の精神：共生（ともいき） 

•  学生数19000人 
‒ 京都市大宮学舎：文（3, 4） 
‒ 京都市深草学舎：文（1, 2）・政策・法・経済・経営・短 
‒ 滋賀県大津市瀬田学舎：理工・国際文化・社会・農（2015） 

 



「龍谷の森」の位置 

38ha 



龍谷の森	




瀬田丘陵の変遷：1947年	
瀬田丘陵の変遷（1947年）	




瀬田丘陵（田上）での里山利用 

• 柴･割木は販売 
‒ 柴：ツツジ類（あや） 
‒ 割木：コナラ（ほす） 

• 松葉や藁を燃料に 
‒ 松葉の落ち葉かき（こなはかき） 



薪・炭生産量の変化	


1950	
 1960	
 1970	


バイオマスエネルギーから化石燃料への変化	




瀬田丘陵の変遷：1947年	
瀬田丘陵の変遷（1947年）	




瀬田丘陵の変遷（2000年）	


龍谷の森	




「龍谷の森」のこれまで 

•  1989年：龍谷大学瀬田学舎開設 

•  1994年：瀬田学舎隣接地購入 38ha 
–  大学は当初、グランド整備を予定 

•  2001年：瀬田学舎隣接地保全の会：教員有志 
–  オオタカの営巣も確認 
–  「瀬田隣接地の創造的活用についての請願」を学長に提出 

•  専任教員6割 

•  外部団体との連携のはじまり 
–  大津市環境部環境保全課主催の里山保全講座 
–  アジェンダ２１市民団体「おおつ環境フォーラム」2001年～ 
 

•  2003年：「龍谷の森」里山保全の会：市民・教員 



•  2004年：里山学・地域共生学オープンリサーチセンター開設 
‒  「龍谷の森」を研究活動・教育活動の拠点 

•  2008年～：里山学研究センター 



内容	


•  「龍谷の森」の変遷 

•  「龍谷の森」での文理融合型里山学研究 
 
•  協働型里山管理	




里山学とは	


• 人と里山（身近な自然）との関係におけ
る歴史•地域特性を知り、 

• 人と自然との新たな関係を考える実践学 



里山学研究センターの研究範囲	


•  人と自然の関係の歴史・地域性を知る：過去 
– 自然利用の知恵：はげ山の歴史 
– 儀礼 

•  身近な自然を知る：現在 
– 里山の生物多様性 

•  これからの利用方法を考える：未来 
– 里山のガバナンス 
– 行政・市民・大学との協働 
– 環境教育 



里山ネットワーク	




里山学研究センターの活動	


•  里山に関する研究活動 

•  研究結果の公開 
–  シンポジウム・展覧会・公開講座・書籍・報告書・論文 

•  教育への還元 
–  大学生実習・講義・小学生向け講座・市民大学 

•  市民と連携した里山活動	




里山学研究センターの研究対象	


•  人と自然の関係の歴史・地域性を知る：過去 
– 風土 

•  身近な自然を知る：現在 
– 里山の生物多様性 

•  これからの利用方法を考える：未来 
– 里山のガバナンス 
– 行政・市民・大学との協働 
– 環境教育 



「龍谷の森」の生物多様性調査の特徴	


•  幅広い分類群 

•  国際標準の調査手法 

•  人為かく乱による生物多様性の変化	




「龍谷の森」の生物多様性調査の特徴	


•  幅広い分類群 

•  国際標準の調査手法 

•  人為かく乱による生物多様性の変化	


：植物・菌類・ほ乳類・鳥類・クモ類・昆虫 
	




航空写真による植生図	




植物調査（Cルート1200m）	
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高さ50ｃｍ以上の植物は63種	




1：ヒサカキ	




2：ソヨゴ	




7：サカキ	






9：コバノミツバツツジ	




11：アセビ	




ライトトラップによる里山の昆虫調査	


森林観測タワー	




ライトトラップによる里山の昆虫調査	


IBOY方式ライトトラップ	




匂いによる誘引トラップ	


アカネコール	




ピットフォール（落とし穴式）トラップ	




ピットフォール調査の結果	


•  これまでに64種の昆虫を確認 

アリは16種	




IBOY式クモ
類調査 

•  クモ類は140種確認 

•  ワクドツキジグモ♂: 
 日本で４例目 
    （吉田, 2007）   



ほ乳類調査	














ウサギの足跡	










鳥類の調査	
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「龍谷の森」の鳥類 
2年8ヶ月合計32回の調査結果 

コゲラ：30 
ヒヨドリ：30 
メジロ：30 
ヤマガラ：29 
シジュウカラ：29 
ハシブトガラス：28 
エナガ：21 

アトリ：1 
ミヤマホオジロ：1 
センダイムシクイ：1 
アオバズク：1 
アオサギ：1 
トラツグミ：2 
マヒワ：2 
ウソ：2 



コゲラ 



メジロ 



アカゲラ	


撮影：吉川裕章	




ルリビタキ♂ 



ルリビタキ♀ 
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「龍谷の森」の鳥類 
2年8ヶ月合計32回の調査結果 

コゲラ：30 
ヒヨドリ：30 
メジロ：30 
ヤマガラ：29 
シジュウカラ：29 
ハシブトガラス：28 
エナガ：21 

アトリ：1 
ミヤマホオジロ：1 
センダイムシクイ：1 
アオバズク：1 
アオサギ：1 
トラツグミ：2 
マヒワ：2 
ウソ：2 



オオタカ	


オオタカ	




オオタカの食痕 
 

山と田んぼの 
つながり	




オオタカの
営巣	




水田の変化：瀬田丘陵南 



「龍谷の森」の生態系 
オオタカ	


コナラ	


ガ類	


シジュウカラ	
 クモ類	


アカネズミ	


アオダイショウ	
 カエル	


コサギ	


キツネ	


コウモリ	


ヒト	




内容	


•  「龍谷の森」の変遷 

•  「龍谷の森」での文理融合型里山学研究 
 
•  協働型里山管理	




協働型里山管理 

里山の生態系は人為撹乱で維持されてきた。 
 

楽しみ学ぶ結果として、里山の生物多様性
が維持される仕組み作りが必要 



龍谷の森	




「龍谷の森」地図	




「龍谷の森」地図	


 
研究エリア	


市民活動エリア	




「龍谷の森」里山保全の会	


•  2003年〜 

•  毎週第2土曜日 

•  会員数105名（世話人代表：谷垣岳人） 

•  活動内容 
– 森林整備（枯死木除伐、道普請、草刈り、薪作

り、シイタケ栽培、腐葉土作り、実習指導など）	




新しい里山
づくり 

：おおつ環境フォー

ラムとの協働作業	


2000年10月	




市民と大学生と
の協働作業	




道普請	






腐葉土作りと落葉かき	






腐葉土作りと落葉かき	




腐葉土作りと落葉かき	




腐葉土でカブトムシが発生	




腐葉土でカブトムシが発生	


合計719個体（2006.1.21)	




萌芽更新 



萌芽更新 







シイタケのホダ場	












里山の楽しみ 
：きのこ鍋	






大学生と市民による
水場作り	






モリアオガエルの卵塊 撮影：上西実	




ナラ枯れ	




大学生との協働に
よる薪作り	








マツタケ山復活プロジェクト	




アカマツ以外の
常緑樹を伐採	




「龍谷の森」里山保全の会の活動：2013年度	


•  25日間活動 

– 枯れ木伐倒、薪作り、下草刈り：11日 
– フィールド整備：3日 
– 腐葉土作り：３日 
– その他：8日 



里山利用の広がり	




小学校の総合学習	


•  道作り隊 
•  冬季の虫さがし隊 
•  落葉（こなは）かき隊 
•  里山アート 
•  水場作り	


むしむし探検隊	
 龍谷大学学生・おおつ環境フォーラム	






瀬田北小学校
6年生作	
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まとめ	


•  「龍谷の森」という里山林が活動中心 

• 里山学研究成果を活用した環境教育プログ
ラムや協働型里山保全活動 

• 里山の生物多様性だけじゃなく取り巻く社会
や人と自然との関係性も保全する 

→里山は、地域の多様性（生物・文化）を発見し 
　　　 多世代間の縁を結ぶ学びの場	



